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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第10期

中間会計期間
第11期

中間会計期間
第10期

会計期間
自2024年６月１日
至2024年11月30日

自2025年６月１日
至2025年11月30日

自2024年６月１日
至2025年５月31日

売上高 （千円） 693,368 683,010 1,412,184

経常利益 （千円） 164,900 124,035 310,350

中間（当期）純利益 （千円） 106,738 85,762 245,706

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 90,000 408,484 398,430

発行済株式総数 （株） 1,960,440 7,579,215 2,407,440

純資産額 （千円） 358,520 1,220,097 1,114,348

総資産額 （千円） 1,443,354 2,322,193 2,127,783

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 18.15 11.75 40.37

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － 10.73 35.74

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 24.8 52.5 52.4

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 77,629 218,141 188,794

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △78 △242,437 △1,691

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △7,930 13,470 591,063

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 754,748 1,452,470 1,463,296

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社が存在しないため記載しておりません。

３．第10期中間会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在するものの、当社

株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できませんので、記載しておりません。第10期の潜在株式調

整後１株当たり当期純利益については、当社株式が2025年３月31日に東京証券取引所グロース市場に上場し

たため、新規上場日から第10期の末日までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

４．１株当たり配当額については、配当を実施していないため記載しておりません。

５．2024年７月31日付でＡ種優先株式、Ｂ種優先株式及びＣ種優先株式のすべてを自己株式として取得し、対価

としてＡ種優先株主、Ｂ種優先株主及びＣ種優先株主にＡ種優先株式、Ｂ種優先株式及びＣ種優先株式１株

につき普通株式１株をそれぞれ交付しております。また、当社が取得したＡ種優先株式、Ｂ種優先株式及び

Ｃ種優先株式について、2024年８月１日開催の臨時取締役会決議により、2024年８月１日付で会社法第178

条の規定に基づき、すべて消却しております。

６．2024年８月１日開催の臨時取締役会決議に基づき、2024年８月29日付で普通株式１株につき15株の割合で株

式分割を行っており、また、2025年８月15日開催の定時取締役会決議に基づき、2025年９月１日付で普通株

式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定

し、１株当たり中間（当期）純利益及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益を算定しておりま

す。
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２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社にお

ける異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態の状況

（資産）

　当中間会計期間末における流動資産は2,250,887千円となり、前事業年度末に比べ279,703千円増加いたしまし

た。これは主に未収消費税等が122,717千円減少した一方で、現金及び預金が289,174千円、預け金が65,233千円、

その他流動資産が53,144千円増加したこと等によるものであります。固定資産は71,306千円となり、前事業年度末

に比べ85,293千円減少いたしました。これは主に差入保証金が95,000千円減少したこと等によるものであります。

　この結果、総資産は2,322,193千円となり、前事業年度末に比べ194,409千円増加いたしました。

 

（負債）

　当中間会計期間末における流動負債は1,093,892千円となり、前事業年度末に比べ93,677千円増加いたしまし

た。これは主に未払法人税等が57,847千円減少した一方で、契約負債が134,851千円増加したこと等によるもので

あります。固定負債は8,204千円となり、前事業年度末に比べ5,016千円減少いたしました。これは長期借入金が

5,016千円減少したことによるものであります。

　この結果、負債合計は1,102,096千円となり、前事業年度末に比べ88,661千円増加いたしました。

 

（純資産）

　当中間会計期間末における純資産合計は1,220,097千円となり、前事業年度末に比べ105,748千円増加いたしまし

た。これは新株予約権の行使により資本金及び資本剰余金がそれぞれ10,054千円増加したこと、中間純利益85,762

千円を計上したことに伴い、利益剰余金が増加したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は52.5％（前事業年度末は52.4％）となりました。

 

(2）経営成績の状況

　当社は「世界中のワクワクを当たり前に」をミッションに掲げ、海外カスタマー向け購入支援サービス

「WorldShopping」と、国内ECサイト向け越境EC支援サービス「WorldShoppingBIZ」からなる越境ECプラット

フォームをワンストップで提供しております。

　当中間会計期間(2025年６月１日～2025年11月30日)における世界経済は、高インフレの落ち着きなどを背景に堅

調に推移しました。一方で、米国では利下げの実施に加え、関税政策変更に伴う混乱により、為替相場の変動リス

クは注視が必要な状況が継続しております。加えてウクライナ情勢、中東地域の不安定な状況により、依然として

不透明な見通しが続いています。

　このような状況の下、当社では引き続き、不正決済防止・多言語カスタマーサポートをはじめとする安心安全な

カスタマーサービスを継続してまいりました。加えて米国のデミニミスルール撤廃を踏まえ、一部配送キャリアに

おいて関税前払方式に対応することで海外カスタマーの不安による消費マインド低下を低減できるよう努めまし

た。またブラックフライデーに合わせてクーポンの配布や特設ページの開設を行い、会員のアクティブ化に注力い

たしました。

　国内ECショップに対しては、引き続き越境EC支援を行っている各社と定期的にセミナーを共催し、新規導入

ショップの獲得に繋げております。また既存導入ショップに対しては、リアルによる交流イベントを開催し、当社

およびショップ同士の関係性を強化しております。また、「インバウンドナビ」「旅ナカクリック」に加え、「イ

ンバウンドスワイプ」の提供を開始し、インバウンド支援モデルを増強、「旅マエ・旅ナカ・旅アト」導線におけ

るショップの接客力を最大化し、カスタマーのLTV向上に努めました。また、JTB社、Beyond社との提携を開始する

とともに、すでに提供しているMeta社との広告連携機能に加え、Google広告の最適化機能の提供を開始し、ショッ

プの集客力強化を図る取り組みを進めました。

　以上の結果、当中間会計期間の経営成績は、売上高683,010千円（前年同期比1.5％減）、営業利益117,934千円

（前年同期比32.5％減）、経常利益124,035千円（前年同期比24.8％減）、中間純利益85,762千円（前年同期比

19.7％減）となりました。

　なお、当社は越境ECプラットフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しておりま

す。

 

(3）キャッシュ・フローの状況
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　当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,452,470千円となり、前事業年

度末に比べ10,825千円減少いたしました。

　当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は218,141千円（前年同期比181.0％増）となりました。これは主に税引前中間純利

益123,987千円、未収消費税等の減少額122,717千円、契約負債の増加額134,851千円、法人税等の支払額88,570千

円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は242,437千円（前年同期は78千円の使用）となりました。これは主に定期預金の

預入による支出300,000千円、差入保証金の回収による収入100,000千円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は13,470千円（前年同期は7,930千円の使用）となりました。これは長期借入金の

返済による支出6,516千円、新株予約権の行使による株式の発行による収入19,986千円によるものであります。

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(5）経営方針・経営戦略等

　当中間会計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間会計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありませ

ん。

 

(7）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(8）経営成績に重要な影響を与える要因

　当中間会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更はありません。

 

(9）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当中間会計期間において、当社の資本の財源及び資金の流動性について重要な変更はありません。

 

３【重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,520,000

計 23,520,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2025年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（2026年１月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,579,215 7,732,980
東京証券取引所

グロース市場

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。なお、

単元株式数は100株

であります。

計 7,579,215 7,732,980 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2026年１月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2025年９月１日

（注）１
4,814,880 7,222,320 － 398,430 － 538,714

2025年９月１日～

2025年11月30日

（注）２

356,895 7,579,215 10,054 408,484 10,054 548,768

（注）１．株式分割（１：３）によるものであります。

２．新株予約権の行使による増加であります。

３．2025年12月１日から2025年12月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が153,765株、資

本金及び資本準備金がそれぞれ4,465千円増加しております。
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（５）【大株主の状況】

  2025年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

仲里　一義 神奈川県川崎市麻生区 1,288,125 17.00

仲里　亜美 神奈川県川崎市麻生区 765,000 10.09

株式会社Ｚカンパニー 神奈川県川崎市麻生区岡上一丁目８番33号 720,000 9.50

八木　正好 愛知県名古屋市昭和区 415,200 5.48

MICイノベーション４号投資事業

有限責任組合
東京都千代田区霞が関三丁目２番５号 312,700 4.13

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木一丁目６番１号 236,672 3.12

４９４０４７ビービーエイチルク

スブラウンブラザーズハリマンル

クセンブルクエスシーエーカスト

デイアンフオーエスエムデイー

エーエムフアンズデイーエスビー

アイジヤパンエクイテイースモー

ルキヤツプアブソルートバリュー

（常任代理人　株式会社三井住友

銀行）

80 ROUTE D’ESCH LUXEMBOURG LUXEMBOURG

L-1470

（東京都千代田区丸の内一丁目１番２号）

141,000 1.86

株式会社日本カストディ銀行

（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番12号 136,200 1.80

松本　浩介 東京都目黒区 135,000 1.78

木村　寿人 東京都港区 119,265 1.57

計 － 4,269,162 56.33

（注）１．発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を四捨五入しており

ます。

２．上記株式会社日本カストディ銀行の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、136,200株であります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,573,800 75,738

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 普通株式 5,415 － －

発行済株式総数  7,579,215 － －

総株主の議決権  － 75,738 －

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、財務諸表等規則第１

編及び第３編の規定により第１種中間財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（2025年６月１日から2025年11月30日

まで）に係る中間財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる期中レビューを受けております。

 

３．中間連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表】

（１）【中間貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（2025年５月31日）
当中間会計期間
（2025年11月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,463,296 1,752,470

売掛金 7,789 10,419

商品 44,673 47,441

前渡金 13,732 5,380

前払費用 35,404 33,516

未収消費税等 247,253 124,535

預け金 139,878 205,111

その他 19,997 73,141

貸倒引当金 △840 △1,130

流動資産合計 1,971,184 2,250,887

固定資産   

有形固定資産 3,775 3,160

無形固定資産 － 11,684

投資その他の資産   

差入保証金 101,394 6,394

長期前払費用 1,507 717

繰延税金資産 49,921 49,349

投資その他の資産合計 152,824 56,461

固定資産合計 156,599 71,306

資産合計 2,127,783 2,322,193

負債の部   

流動負債   

買掛金 264,838 278,840

１年内返済予定の長期借入金 13,032 11,532

未払金 196,939 182,596

未払費用 5,699 4,769

未払法人税等 101,305 43,458

契約負債 401,671 536,523

その他 16,728 36,171

流動負債合計 1,000,214 1,093,892

固定負債   

長期借入金 13,220 8,204

固定負債合計 13,220 8,204

負債合計 1,013,434 1,102,096

純資産の部   

株主資本   

資本金 398,430 408,484

資本剰余金 538,714 548,768

利益剰余金 177,034 262,796

株主資本合計 1,114,178 1,220,049

新株予約権 170 48

純資産合計 1,114,348 1,220,097

負債純資産合計 2,127,783 2,322,193
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（２）【中間損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

（自2024年６月１日
至2024年11月30日）

当中間会計期間
（自2025年６月１日
至2025年11月30日）

売上高 693,368 683,010

売上原価 223,904 223,402

売上総利益 469,464 459,607

販売費及び一般管理費 ※ 294,630 ※ 341,672

営業利益 174,834 117,934

営業外収益   

受取利息 76 1,431

受取手数料 － 13,181

還付加算金 451 326

為替差益 2,016 －

その他 49 310

営業外収益合計 2,594 15,250

営業外費用   

支払利息 374 268

支払手数料 9,475 4,475

上場関連費用 2,000 －

為替差損 － 4,147

その他 677 258

営業外費用合計 12,527 9,149

経常利益 164,900 124,035

特別損失   

固定資産除却損 － 47

特別損失合計 － 47

税引前中間純利益 164,900 123,987

法人税、住民税及び事業税 62,298 37,652

法人税等調整額 △4,137 572

法人税等合計 58,161 38,225

中間純利益 106,738 85,762
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（３）【中間キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

（自2024年６月１日
至2024年11月30日）

当中間会計期間
（自2025年６月１日
至2025年11月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純利益 164,900 123,987

減価償却費 140 747

貸倒引当金の増減額（△は減少） △521 290

受取利息 △76 △1,431

支払利息 374 268

固定資産除却損 － 47

売上債権の増減額（△は増加） 1,054 △2,630

棚卸資産の増減額（△は増加） △22,781 △2,768

前渡金の増減額（△は増加） 2,727 8,351

前払費用の増減額（△は増加） △5,082 1,887

未収消費税等の増減額（△は増加） △34,377 122,717

預け金の増減額（△は増加） △53,703 △65,233

仕入債務の増減額（△は減少） 28,280 14,002

未払金の増減額（△は減少） △34,072 △14,759

未払費用の増減額（△は減少） △1,868 △929

契約負債の増減額（△は減少） 57,086 134,851

その他 △6,020 △13,819

小計 96,059 305,580

利息の受取額 76 1,399

利息の支払額 △358 △268

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △18,148 △88,570

営業活動によるキャッシュ・フロー 77,629 218,141

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △300,000

短期貸付金の純増減額（△は増加） － △25,989

有形固定資産の取得による支出 － △2,257

無形固定資産の取得による支出 － △9,190

差入保証金の差入による支出 △78 △5,000

差入保証金の回収による収入 － 100,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △78 △242,437

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △7,930 △6,516

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 19,986

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,930 13,470

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 69,620 △10,825

現金及び現金同等物の期首残高 685,128 1,463,296

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 754,748 ※ 1,452,470
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【注記事項】

（中間損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自2024年６月１日
至2024年11月30日）

当中間会計期間
（自2025年６月１日
至2025年11月30日）

役員報酬 24,625千円 26,350千円

給料及び手当 49,737 75,173

外注費 28,870 31,083

広告宣伝費 12,467 8,957

支払手数料 97,191 104,189

支払報酬 21,526 22,579

システム利用料 11,490 21,879

 

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

あります。

 
前中間会計期間

（自2024年６月１日
至2024年11月30日）

当中間会計期間
（自2025年６月１日
至2025年11月30日）

現金及び預金勘定 754,748千円 1,752,470千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － △300,000

現金及び現金同等物 754,748 1,452,470

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間会計期間（自2024年６月１日　至2024年11月30日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自2025年６月１日　至2025年11月30日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当中間会計期間において、新株予約権の行使により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ10,054千円増加

し、当中間会計期間末において資本金が408,484千円、資本剰余金が548,768千円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は越境ECプラットフォーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（収益認識関係）

　当社は越境ECプラットフォーム事業を営む単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益、キャッシュ・

フローの性質から収益を分解した情報の重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のと

おりであります。

 
前中間会計期間

（自2024年６月１日
至2024年11月30日）

当中間会計期間
（自2025年６月１日
至2025年11月30日）

(1）１株当たり中間純利益 18円15銭 11円75銭

（算定上の基礎）   

中間純利益（千円） 106,738 85,762

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純利益（千円） 106,738 85,762

普通株式の期中平均株式数（株） 5,881,320 7,301,688

(2）潜在株式調整後１株当たり中間純利益 － 10円73銭

（算定上の基礎）   

中間純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 694,037

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり中間純利益の算定に含めなかった潜在

株式で、前事業年度末から重要な変動があった

ものの概要

－ －

（注）１．前中間会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在するものの、当

社株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できませんので、記載しておりません。

２．当社は、2024年８月29日付で普通株式１株につき15株の割合で株式分割を行っており、また、2025年

９月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該

株式分割が行われたと仮定して１株当たり中間純利益及び潜在株式調整後１株当たり中間純利益を算

定しております。
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（重要な後発事象）

（海外子会社の設立）

　当社は、2025年12月16日開催の取締役会において、台湾に子会社を設立することを決議いたしました。

 

１．子会社設立の目的

　当社は「世界中のワクワクを当たり前に」をミッションに掲げ、海外カスタマー向け購入支援サービス

「WorldShopping」と、国内ECサイト向け越境EC支援サービス「WorldShoppingBIZ」からなる越境ECプラット

フォームをワンストップで提供しております。

　当社の成長戦略に掲げるバリューチェーン拡充の一環として、海外におけるマーケティング機能の強化及び事

業基盤の確立を目的とした子会社の設立を決定いたしました。進出先である台湾は、越境EC市場が堅調な成長を

続けていることに加え、訪日観光客数もトップクラスの水準にあるなど日本商品との親和性が高く、当社事業の

拡大において重要な市場と位置付けております。当該子会社においては、現地カスタマーのインサイトを的確に

とらえた効果的なマーケティングやインバウンド施策を機動的に展開することで、当社サービスの認知拡大及び

カスタマー流入の最大化を図ります。あわせて、現地企業との提携強化やリサーチ情報の還元により国内ECサイ

トの販売機会を最大化し、当社グループ全体の流通総額拡大を目指してまいります。

 

２．子会社の概要

（１）名称
吉克査克股份有限公司

Zig-Zag Taiwan Co.,Ltd.

（２）所在地 台湾・台北市

（３）代表者の役職・氏名 董事長　松野 亘

（４）事業内容 台湾市場におけるマーケティング支援ほか

（５）資本金 500,000 台湾ドル（約250万円）

（６）設立予定日 2026年３月１日（予定）

（７）大株主及び持株比率 当社100％

（８）上場会社と当該会社の関係 資本関係 当社100％出資の子会社として設立

人的関係 当社役員及び従業員が取締役を兼任する予定

取引関係 当社からの業務委託を請負う予定
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2026年１月９日

株式会社ジグザグ

取締役会　御中

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

　東京都中央区

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 永利　浩史

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松本　浩幸

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジグザ

グの2025年６月１日から2026年５月31日までの第11期事業年度の中間会計期間（2025年６月１日から2025年11月30日ま

で）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間キャッシュ・フロー計算書及び注記につい

て期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠して、株式会社ジグザグの2025年11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間

の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められ

なかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されてい

る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定

を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人

は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する

必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間財務諸

表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。ま

た、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間財務諸表の注記事

項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に

対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入

手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
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・　中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠していない

と信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、

並びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを

評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社ジグザグ(E40189)

半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１中間財務諸表
	（１）中間貸借対照表
	（２）中間損益計算書
	（３）中間キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

